
私たちの手で支えあいの地域をつくる

▽ 問い合わせ　高齢者支援係（☎２２３局３５３６）　

手を取り合って福祉のまちづくり
　ボランティア連絡協議会　― 芦屋町手をつなぐリボンの会 ―

　芦屋町手をつなぐリボンの会（以下リボンの会）を知っ
ていますか。リボンの会は、町内にあるボランティア団体が、
集まり互いに協力し合い、すてきな芦屋町を作ろうと、平
成 12年６月に結成されたボランティア連絡協議会です。
　会の結成にあたり、「みんなで手をつないで活動すればも
っといい芦屋町になる」、「リボンはそれぞれの団体をつな
ぐ架け橋になる」という思いから、「芦屋町手をつなぐリボ
ンの会」という名称になりました。この思いは、現在も受け継がれています。
　リボンの会は６団体、約 220 人の会員で構成されています。それぞれの会が活動を続けながら、役
員会を定期的に行い、情報交換や協力依頼があった団体などに協力と調整を行っています。これまで、
高齢者施設での利用者との交流や障がい者施設の行事支援、町の行事支援など町づくりに長年にわた
り大きく貢献してきました。リボンの会の構成団体と活動内容は、次のとおりです。

　私たちの活動は、「人と人」、「人と地域」を「つなぐ」ことを目的にしています。現在、コロナ禍に
よりボランティア活動の自粛を余儀なくされています。このことは、「つなが
り」の希薄化と社会的な孤立の深刻化を招いていますが、人や地域のつなが
りの大切さを改めて考える機会にもなっています。今後は、「つながり」の回
復のために新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮した活動が必要です。あ
なたも地域のため、自分の生きがいのためにも私たちと一緒にボランティア
活動を始めてみませんか。

▽ �芦屋町手をつなぐリボンの会やボランティア活動に関する相談・問い合わせ
　芦屋町社会福祉協議会　（☎２２２局２８６６）

八は
っ
さ
く朔
の
会

高齢者の自宅に弁当を届ける配食サー
ビス（町受託事業）の調理・配食、高
齢者世帯の声かけ、見守りを行ってい
ます。宅配弁当は、小学生からの手紙
を添えて、届けています。

芦
屋
手
話
の
会

大人の部では、講演会の通訳、ろう者
とのコミュニケーションを行っていま
す。子どもの部では、手話を楽しく学
ぶ活動を行っています。地域のイベン
トにも参加し発表を行っています。

め
る
へ
ん

保育所や学校を訪問し、紙芝居やペー
プサートを披露しています。図書館祭り
や地元のイベントにも参加しています。

虹
の
会

中央公民館のお話の部屋で、子どもを
対象に絵本の読み聞かせと、折り紙を
一緒に折る活動をしています。

あ
し
の
会

施設への訪問ボランティア活動をして
います。施設では、夏祭りなどの行事支
援や入所者との会話が喜ばれています。

芦
屋
町
食
生
活

改
善
推
進
会

食生活を中心とした健康づくり活動を
行っています。町の事業と協力して、
栄養士による指導のもと、昼食会や講
座を行っています。

芦屋町手をつなぐリボンの会構成団体とその活動

⑭広報あしや　2020.9.1



特
定
不
妊
治
療
費
の
一
部
助
成

に
係
る
県
と
町
の
お
知
ら
せ

●�

福
岡
県

　

福
岡
県
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
を
行

う
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
現
行
制
度
の
通
算
助
成
回
数

の
上
限
に
達
し
た
後
も
「
合
計
助
成
上

限
額
」
に
達
す
る
ま
で
は
助
成
を
行
う

よ
う
制
度
を
拡
充
し
ま
し
た
（
４
月
１

日
適
用
）。必
要
書
類
や
助
成
金
額
な
ど
、

詳
し
く
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る
年
度

内
に
申
請
し
な
い
と
、
助
成
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

▽�

拡
充
の
対
象　

次
の
❶
～
❸
の
要
件

を
全
て
満
た
す
人

❶�

平
成
28
年
１
月
20
日
以
降
に
治
療
が

終
了
し
、
申
請
し
て
初
回
の
助
成
を

受
け
た
人
、
ま
た
は
受
け
る
人

❷�

凍
結
胚
移
植
治
療
（
ス
テ
ー
ジ
C
）

に
対
す
る
助
成
歴
が
あ
る
人

❸�

年
齢
や
所
得
要
件
な
ど
を
満
た
す
人

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
い
、
時
限
的
に
、
年
齢
と
所
得
要

件
の
緩
和
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
係

（
☎
〈
０
９
４
０
〉
３
７
局
４
０
７
０
）

●�

芦
屋
町

　

芦
屋
町
で
も
県
の
助
成
に
上
乗
せ
し
、

特
定
不
妊
治
療
費
・
男
性
不
妊
治
療
費

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

成
年
後
見
制
度
の

無
料
出
張
相
談

【
成
年
後
見
制
度
と
は
】

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

は
、
生
活
費
の
管
理
が
う
ま
く
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
悪
質
な
訪
問
販
売
で
必
要
の
な

い
物
を
買
わ
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
問
題

が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
人
の
権
利
や
財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

【
無
料
出
張
相
談
】

　

北
九
州
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
職
員

（
社
会
福
祉
士
な
ど
）が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽�

と
き　

９
月
23
日
水
・
午
後
２
時
～
５
時

※�

１
人
１
時
間
以
内

▽�

と
こ
ろ　

お
か
が
き
総
合
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
い
こ
い
の
里

▽�

対
象　

町
内
在
住
の
人
と
そ
の
家
族

▽�

定
員　

３
人
（
先
着
順
）

▽�

費
用　

無
料

▽�

申
し
込
み　

９
月
３
日
木
か
ら
岡
垣

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２

８
２
局
１
２
１
１
）

※�

２
カ
月
に
１
回
、
遠
賀
郡
３
町
で
出
張

相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
芦
屋
町
で
は
、

令
和
３
年
１
月
に
開
催
予
定
で
す
。

※�

開
催
日
時
な
ど
は
広
報
あ
し
や
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉
課
内
☎
２

２
３
局
３
５
８
１
）

人
権
生
活
相
談

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
の
ほ
か
に
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◎�

９
月
３
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

◎�

９
月
17
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

※�

定
例
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相
談

員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎��

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

健
康

相
談
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県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽�

募
集
住
宅　

県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
に
記
載
）

▽�

募
集
案
内
配
布
と
申
込
期
間　

９
月

７
日
月
～
15
日
火

▽�

募
集
案
内
配
布
場
所　

環
境
住
宅
課
窓
口

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
住
宅
供
給
公

社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課
（
☎
〈
０

９
２
〉
７
８
１
局
８
０
２
９
）

体
操
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

参
加
者
募
集

　

自
治
区
公
民
館
で
行

わ
れ
て
い
る
体
操
や
サ

ロ
ン
活
動
な
ど
で
、
参

加
者
と
協
力
し
て
教
室

運
営
を
行
っ
た
り
、
体
操
を
支
援
す
る

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

体
操
の
学
習
を
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
地

域
の
仲
間
に
伝
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

10
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、

23
日
、
11
月
6
日
、
13
日
、
20
日
、

27
日
（
全
８
回
・
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階

▽�

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
ア
ッ
プ

体
操
な
ど
の
実
技
、
高
齢
者
の
体
や

認
知
症
、
介
護
予
防
、
教
室
運
営
の

コ
ツ
な
ど
の
学
習

▽�

対
象　

自
治
区
公
民
館
体
操
や
サ
ロ

ン
活
動
に
参
加
し
て
い
る
人
（
予
定

者
含
む
）
で
、
地
域
で
体
操
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
気
持
ち
が
あ
る
人

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

20
人

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

マ
ス
ク
、
タ
オ

ル
、水
分
補
給
の
飲
み
物
、筆
記
用
具
、

運
動
し
や
す
い
服
装
と
靴
（
ス
ニ
ー

カ
ー
な
ど
）

▽�

申
し
込
み　

９
月
23
日
水
ま
で
に
高
齢

者
支
援
係
（
２
２
３
局
３
５
３
６
）
へ

新
し
い
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
7
月
20
日
付
で
新
し
い
農
業
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。

▽�

委
員
名
　
会
長
＝
本
田
新
、副
会
長
＝

中
山
孝
泰
、
委
員
＝
木
原
豊
・
安
髙

ま
す
み
・
鶴
原
修
・
萩
原
洋
子
・
松

本
健
吾
・
入
江
一
博
（
敬
称
略
）

▽�

任
期
　
7
月
20
日
～
令
和
5
年
7
月

19
日

▽�

問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
４
４
）

敬
老
祝
金
を
給
付
し
ま
す

　

町
で
は
、
70
歳
、
77
歳
、
88
歳
に
な

る
人
に
敬
老
祝
金
（
芦
屋
町
商
工
会
商

品
券
）
を
給
付
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
給
付
対
象
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

対
象
者
に
は
、
９
月
上
旬
に
申
請
書

を
送
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
の
う
え
、
９
月
30
日
水
ま
で
に
対

象
者
本
人
か
家
族
、
ま
た
は
代
理
人
が

役
場
福
祉
課
窓
口
で
申
請
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

※�

郵
送
で
の
受
け
付
け
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

▽�

持
っ
て
く
る
も
の
　
①
申
請
す
る
人
の

印
か
ん
②
申
請
す
る
人
の
本
人
確
認

書
類
（
官
公
庁
が
発
行
す
る
も
の
）
③

申
請
書
（
対
象
者
本
人
以
外
の
人
が

申
請
す
る
場
合
は
、
委
任
欄
に
対
象

者
本
人
の
署
名
と
押
印
が
必
要
で
す
）

　
窓
口
で
の
密
を
防
ぐ
た
め
、
申
請
書

発
送
を
１
週
間
で
３
回
に
分
け
て
行
い

ま
す
。
申
請
書
の
到
着
時
期
に
ば
ら
つ

き
が
生
じ
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

申
請
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
な
ど
感

染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
６
）

福
岡
県
腎
臓
疾
患
患
者
福
祉
給
付
金

（
前
期
４
月
～
９
月
分
）

　

就
労
な
ど
で
、
午
後
５
時
以
降
、
月

に
５
回
以
上
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
を
対
象
に
交

通
費
を
一
部
助
成
し
ま
す
。
給
付
に
は

所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽��

給
付
額　

月
額
２
０
０
０
円

▽�

締
め
切
り　

９
月
30
日
水

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
・

生
活
支
援
係（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
講
座

▽�
と
き　

９
月
19
日
土
・
午
後
１
時
～
３
時

▽�
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階

▽�
内
容　

切
り
絵
を
組
み
合
わ
せ
、
立

体
的
に
作
り
上
げ
る
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
体
験
が
で
き
る
講
座
で
す
。

▽�
対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
）

▽�
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

▽�
参
加
費　

１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

申
し
込
み　

９
月
４
日
金
～
17
日
木
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央
公

お
知
ら
せ

募
集

年齢 生 年 月 日 給付金額

70歳
昭和 25 年４月２日　
～昭和 26 年４月１日

１万円

77歳
昭和 18 年４月２日　
～昭和 19 年４月１日

２万円

88歳
昭和７年４月２日　
～昭和８年４月１日

３万円

▲�令和２年９月１日時点で、１年以上
継続して芦屋町の住民基本台帳に記
載されている人が対象です。
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民
館
（
☎
２
２
２
局
１
６
８
１
）
へ

※�
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

入
っ
て
安
心
交
通
災
害
共
済

　

交
通
災
害
共
済
は
、
交
通
事
故
で
け
が

を
し
た
時
に
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
制

度
で
、
１
口
５
０
０
円
（
年
額
）
か
ら
加

入
で
き
ま
す
（
１
人
３
口
ま
で
加
入
可
）。

　

10
月
１
日
よ
り
、
福
岡
県
で
は
自
転

車
に
乗
る
人
の
自
転
車
保
険
加
入
が
義

務
化
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
交
通

災
害
共
済
加
入
者
は
自
転
車
保
険
に
も

対
応
し
た
個
人
賠
償
責
任
補
償
に
加
入

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
別
途
保

険
料
と
手
続
き
が
必
要
）。
こ
の
機
会
に

交
通
災
害
共
済
に
入
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
９
月
は
交
通
災
害
共
済
の
切

り
替
え
月
で
す
。
現
在
加
入
し
て
い
て
、

引
き
続
き
加
入
を
希
望
す
る
人
は
継
続

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

加
入
資
格
　
①
町
内
に
住
む
人
（
町

外
に
住
む
学
生
も
、
家
族
と
一
緒
で

あ
れ
ば
申
し
込
め
ま
す
）
②
町
内
に

勤
務
す
る
人
（
北
九
州
市
、
中
間
市
、

行
橋
市
、
芦
屋
町
以
外
の
遠
賀
郡
内
、

苅
田
町
、
み
や
こ
町
に
住
民
票
が
あ

る
人
は
、
住
所
地
の
市
役
所
、
町
役

場
で
の
手
続
き
に
な
り
ま
す
）

▽�

加
入
手
続
き
　
９
月
上
旬
か
ら
、
各

区
の
世
話
人
が
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

自
治
区
に
未
加
入
の
人
は
、
９
月
１

日
火
以
降
に
住
民
係
へ
掛
金
を
持
っ

て
来
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

住
民
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
１
）

芦屋釜の里開園 25 周年記念特別展
茶の湯釜の美～住友コレクションの名品と復興芦屋釜～ 

　住友家の茶の湯釜コレクションの
名品と復興芦屋釜を特別展示します。
住友コレクションの多くが九州初公
開の作品です。

▽ ��とき
　【秋季前期】
　　９月 15日火～ 10月 25日日
　【秋季後期】
　　10月 27日火～ 12月６日日

▽ �ところ　芦屋釜の里資料室

▽ ��入園料　
　中学生以上　２００円
　小学生　１００円

▽ ��問い合わせ
　芦屋釜の里（☎２２３局５８８１）

情報公開制度をご利用ください

　芦屋町情報公開条例に基づき、個人のプライバシーに関する情報な
どを除き、町が所有する情報を公開しています。閲覧は無料ですが、
コピー（写し）を希望する場合は、１枚 10円です。
●令和元年度情報公開状況

受付場所 総務課 教育委員会 議会事務局 ボートレース
事業局 芦屋中央病院

公　開 23 件 6件 7件 4件 0件
一部公開 39 件 2件 2件 11 件 0件
期限付非公開 0 件 0件 0件 0件 0件
非公開 10 件 0件 0件 1件 0件
合　計 72 件 8件 9件 16 件 0件

●情報公開審査請求件数　0件
●令和元年度個人情報開示状況

受付場所 総務課 教育委員会 議会事務局 ボートレース
事業局 芦屋中央病院

開　示 1件 ０件 ０件 ０件 ０件
一部開示 0件 ０件 ０件 ０件 ０件
非開示 0件 ０件 ０件 ０件 ０件
合　計 1件 ０件 ０件 ０件 ０件

●個人情報開示審査請求件数　０件

▽問い合わせ　庶務係（☎２２３局３５７２）

▷ �芦屋松
しょうちくばいまるもんしんなりがま

竹梅丸紋真形釜
　公益財団法人泉

せんおくはくこかん

屋博古館蔵

▷ �四
よほうまつむしがま

方松虫釜
　公益財団法人泉屋博古館蔵
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芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

▽ �問い合わせ　庶務係（☎２２３局３５７２）

酸性電解水酸性電解水
無償配布無償配布

　新型コロナウイルス感染症対策のため、酸性電
解水（電解型次亜塩素酸水）を配布します。

町・県民税の申告に関する

お願い

　９月 10 日木に、令和元年中の収入申告を
していない人に対して、申告ハガキを送付し
ますので、申告に必要な下記のものをそろえ
て、申告の手続きをお願いします。なお、新
型コロナウイルス感染症の影響で、来庁がむ
ずかしい場合は連絡してください。

▽ �とき　10月 20日火まで（土日祝日を除く）

▽ �ところ　役場税務課窓口

▽ �持ってくるもの　
◦�申告ハガキと印かん（代理申告
の場合は代理人の印かん）
◦�所得の内容が分かるもの（源泉
徴収票など）

◦�事業所得などがある人は経費が
分かるもの（帳簿、領収書など）
◦�生命保険、地震保険などの控除
証明書
◦�障害者手帳など（交付を受けて
いる人のみ）

▽問い合わせ　課税係（☎２２３局３５３４）

▼ と　き ところ

当面の間、平日の午前８時
30分～午後５時 15分

役場・総合案内横

９月 27 日日・午前 10 時～
午後４時

町民会館（中央公
民館から変更）
芦屋東公民館
山鹿公民館
総合体育館

※ �10 月以降の町民会館、公民館、総合体育館での配
布は 10 月 25 日日、11 月 22 日日、12 月 20 日日
を予定しています。詳しくは、10 月１日発行の広
報あしやまたはホームページをご覧ください。

▼ �配布量
　１世帯あたり１リットル程度

▼ �準備するもの
　ペットボトル容器など
※�紫外線で酸性電解水の効果が弱まるので、遮光性の
容器が適しています。

▼ �保管方法など　
◦�涼しく、紫外線が当たらない場所で保管してください。
◦��アルミホイルなどで容器を包むと効果が
持続しやすくなります。
◦�正しく保管すると使用期限は約１カ月です。
◦��誤飲などを防ぐため、容器には必ず日付
けと酸性電解水と明記してください。

▼ �使用方法
◦�あらかじめ除菌したい場所の汚れを落してから使用し
てください。
◦�除菌したい場所に、酸性電解水を十分に吹きかけて
からペーパータオルで拭いたり、布巾やペーパータオ
ルに十分に含ませて拭いたりしてください。
◦�新型コロナウイルスの対策として、使用する場合は、
対象物に掛け流して使用することが推奨されていま
す。新型コロナ対策に有効とされる酸性度、濃度で
生成していますが、時間の経過や保管状態によって
は、濃度が低下します。

◦月▪日

酸
性
電
解
水

下水道接続促進のため下水道接続促進のため
下水道勧奨員が訪問します下水道勧奨員が訪問します

　下水道接続の促進のため、下水道未接続世
帯を対象に次の委託業者の下水道勧奨員が戸
別訪問し、現況の聞きとりと水洗化のお願いに
行きます。早期接続にご協力をお願いします。

▽ ��委託業者　株式会社北九州ウォーターサー
ビス（小倉北区浅野）
※�委託業者を装った悪質な訪問販売が全国的
に増加しています。不審に思ったときや不
安を感じたときは芦屋町
発行の顔写真付きの身分
証明証を確認するか、下
水道係に問い合わせてく
ださい。

▽ �問い合わせ　下水道係（☎２２３局３５４９）
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紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
九
十
二

行
わ
れ
な
か
っ
た
伝
統
行
事
と

行
わ
れ
た
伝
統
行
事

　

熱
波
と
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。日
々
の
暮
ら
し
も
大
き
く

変
わ
り
、
マ
ス
ク
・
手
洗
い
・
３
密
の
禁

止
が
当
然
の
風
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。今
年

の
夏
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
と
な
り
、

甲
子
園
の
高
校
球
児
の
熱
闘
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
こ
芦
屋
で
も
、精
霊
流
し
も
戦
没
者

慰
霊
合
同
盆
踊
り
も
花
火
大
会
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
（
サ
プ
ラ
イ
ズ
花
火
打
ち
上

げ
、
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
）。

　

強
固
な
地
縁
を
持
つ
地
域
共
同
体
の
伝

統
行
事
で
あ
っ
て
も
、途
絶
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
。
近
年
、原
因
と
な
っ
た
の
は
太
平

洋
戦
争
（
１
９
４
１
年
～
45
年
）
で
し
た
。

現
役
軍
人
が
首
相
と
な
り
近
代
戦
は
総
力

戦
と
規
定
さ
れ
、国
民
す
べ
て
に
我
慢
の
戦

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。戦
場
に
送
る
こ
と
が

可
能
な
成
人
男
性
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
召
集

令
状
が
届
き
、
学
徒
動
員
・
疎
開
が
強
制

さ
れ
ま
し
た
。
暮
ら
し
の
区
切
り
で
あ
り
、

潤
い
で
あ
っ
た
も
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
「
贅ぜ
い
た
く沢

は
敵
」の
標
語
の
も
と
抑
圧
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
歌か
ぶ
お
ん
ぎ
ょ
く

舞
音
曲
・
祭
り
の
取
り
止
め
が
実

行
さ
れ
日
常
は
戦
争
に
黒
く
塗
り
つ
ぶ
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
広
島
県
福

山
市
鞆と
も

の
浦
の
八は
っ
さ
く朔
行
事
で
す
。
鞆
の
浦

は
瀬
戸
内
有
数
の
歴
史
と
景
勝
を
誇
る
港

町
で
、
大お
お
と
も
の
た
び
と

伴
旅
人
の
和
歌
や
足
利
義
昭
の

「
鞆と
も
ば
く
ふ

幕
府
」
の
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。
こ

の
港
で
は
現
在
「
八
朔
の
馬う
ま
だ出
し
」
と
呼

ば
れ
る
八
朔
行
事
が
町
お
こ
し
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。芦
屋
の
八
朔
行
事

の
祖
型
と
も
考
え
ら
れ
る
行
事
で
、芦
屋
の

曳ひ
き

馬う
ま

に
相
当
し
ま
す
。
数
人
が
乗
れ
る
大

型
の
台
車
に
実
物
大
の
張は
り
こ子
の
馬
を
乗
せ

町
内
を
引
き
ま
わ
る
も
の
で
す
。と
こ
ろ
が

驚
く
べ
き
こ
と
に
、こ
の
立
派
な
鞆
の
浦
の

曳
馬
行
事
が
十
数
年
前
ま
で
人
々
の
記
憶

か
ら
消
え
て
い
た
の
で
す
。

　

平
成
に
入
っ
て
複
数
の
旧
家
の
蔵
か
ら

発
見
さ
れ
た
実
物
大
の
馬
の
張
子
と
台

車
。
発
見
さ
れ
た
当
初
は
何
に
使
う
の
か

さ
え
不
明
で
し
た
が
、
教
育
委
員
会
や
郷

土
史
研
究
家
な
ど
関
係
者
の
調
査
研
究
か

ら
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
八

朔
の
飾
り
物
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
鞆
の
浦
の
八

朔
は
戦
前
ま
で
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、戦
争
に
突
入
し
た
昭
和
10
（
１
９

３
５
）年
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
よ

う
で
、
戦
中
戦
後
の
混
乱
期
の
間
に
情
報

が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。こ
れ
は

地
域
の
祭
り
で
あ
れ
ば
、
混
乱
期
を
抜
け

れ
ば
当
番
役
や
世
話
役
な
ど
復
活
の
音
頭

を
取
る
人
物
が
い
る
は
ず
で
す
が
、
八
朔

は
あ
く
ま
で
も
自じ

か家
の
子
ど
も
の
内
祝
い

で
あ
る
た
め
、
約
85
年
間
、
世
代
が
二
つ
・

三
つ
抜
け
る
と
次
代
に
繋つ
な

が
ら
な
く
な
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

芦
屋
の
八
朔
行
事
は
戦
中
戦
後
の
混
乱

期
を
乗
り
越
え
、
わ
ら
馬
・
曳
馬
・
ダ
ゴ
ビ

イ
ナ
の
伝
統
は
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

も
八
朔
を
継
承
し
て
く
だ
さ
る
複
数
の
家

庭
と
後
援
団
体
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
こ

の
町
で
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
八
朔
行
事

が
見
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

▼
暑
い
！
と
言
う
の
も
嫌
な
く
ら
い
暑

い
日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。
熱
風
に
熱

帯
夜
と
い
う
昨
今
、
実
家
に
行
く
と

び
っ
く
り
す
る
こ
と
が
。
夕
刻
の
屋
内

温
度
計
は
30
度
。
エ
ア
コ
ン
も
扇
風
機

も
つ
け
て
い
な
い
部
屋
に
兄
が
い
ま
し

た
。「
今
日
は
暑
く
な
い
か
ら
」と
兄
。二

酸
化
炭
素
排
出
削
減
の
た
め
地
球
温

暖
化
対
策
に
ま
じ
め
に
取
り
組
む
兄

は
節
電
推
奨
派
。
昼
間
の
気
温
が
高
す

ぎ
る
か
ら
30
度
で
も
暑
く
な
い
と
感
じ

る
の
か
、
気
温
を
感
じ
に
く
い
年
頃
な

の
か
。
熱
中
症
に
な
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
レ
ベ
ル
。
コ
ロ
ナ
も
怖
い
け
ど
熱

中
症
も
十
分
怖
い
。
夜
間
熱
中
症
で
亡

く
な
る
人
の
ほ
と
ん
ど
が
エ
ア
コ
ン
未

使
用
と
報
道
も
あ
り
ま
す
。
自
分
次
第

で
熱
中
症
は
防
げ
る
の
だ
か
ら
、
皆
さ

ん
は
気
を
付
け
て
節
電
に
頑
張
り
過

ぎ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。
枕
元
に
水
な

ど
も
用
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。�（
鍬く
わ
も
り守
）

▼
サ
プ
ラ
イ
ズ
花
火
の
写
真
撮
影
に

行
き
ま
し
た
。花
火
の
撮
影
は
慣
れ
た

人
で
も
難
し
い
と
聞
い
て
い
た
の
で
、

大
変
緊
張
し
ま
し
た
。
少
し
で
も
自

信
を
持
っ
て
撮
影
に
臨
め
る
よ
う
に
、

夜
景
で
撮
影
練
習
を
し
ま
し
た
。夜
景

と
違
っ
て
花
火
は
動
く
の
で
、同
じ
よ

う
に
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、夜

間
の
写
真
撮
影
の
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
て
、少
し
落
ち
着
い
て
撮
影
に

臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。花
火
の
写

真
、皆
さ
ん
に
も
気
に
入
っ
て
も
ら
え

る
と
う
れ
し
い
で
す
。�

（
小
田
）

編

集
後
記
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▷ �鞆の浦　八朔の馬出し ▷ �芦屋町　曳馬


